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胆嚢捻転症は稀な急性腹症であり, 従来は術前
診断が困難とされ, 急性胆嚢炎の術前診断の下に
開腹下胆嚢摘出術施行される事が多かった�)｡ 今
回, 腹腔鏡下手術により胆嚢捻転症と確定診断で
きた 症例を経験したので, 若干の文献的考察を
加えて報告する｡
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患者：!"歳, 女性
主訴：右季肋部痛
家族歴・既往歴：高血圧症, 骨粗鬆症
現病歴：#"�$年%月#&日突然に右季肋部痛が出現
し当院を受診し腹部エコーにて急性胆嚢炎, 限局
性腹膜炎と診断し緊急手術目的に大学病院へ紹介
した｡
入院時現在：血圧�'$(!)**+,, 体温'&-.℃,
身長�.)/*, 体重$!0,｡ 腹部は平坦, 軟で,
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症例は!"歳女性で右季肋部痛を主訴に来院した｡ 心窩部に圧痛を認め, 白血球数増加,
@AB高値であった｡ 上腹部エコーにより著明な胆嚢腫大と胆嚢結石を認めた｡ 腹部@C
検査では胆嚢頚部に約#/*大の胆石, 胆嚢壁腫大, 胆嚢内の胆汁緊満, DE@?@Cでは胆
嚢内への造影剤流入は認めなかった｡ 以上より急性胆嚢炎の術前診断のもとに, 入院当日
に腹腔鏡下手術を施行した｡ 腹腔内の所見は胆嚢は暗赤色調, 著明に腫大し, 血性腹水を
伴い頚部で時計回りに約')"度捻転していた｡ 胆嚢捻転整復後に胆嚢摘出術を施行した｡
病理組織検査では胆嚢壁は全層性に出血性壊死を呈していた｡ 術後経過は良好で術後F日
目に退院した｡ 胆嚢捻転症の術前診断は比較的困難であるが, 確定診断から治療まで連続
的に行える腹腔鏡下手術は大変有用と考えられた｡ また胆嚢捻転症は周囲との癒着も少な
く, 腹腔鏡下胆嚢摘出術の良い適応と考えられた｡


